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医療法人　十全会

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
さ
め
う
ら　

春
の
遠
足

　　

牧
野
植
物
園
へ
行
き
ま
し
た　

耳
鼻
咽
喉
科　
土
曜
日
の
診
療
は
今
ま
で
通
り

毎
週
水
曜
日
の
診
療
が
始
ま
り
ま
す

７月
開始

　

六
階
療
養
棟
で
は
、
五
月
二
三
日
（
木
）
牧
野
植

物
園
へ
行
き
ま
し
た
。
お
昼
頃
、
到
着
。
な
じ
み

の
草
花
も
多
く
、
口
々
に
名
前
を
言
い
、
ま
つ
わ

る
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
階
段
広
場
へ
。

　

娘
・
孫
・
ひ
孫
さ
ん
達
も
来
て
く
れ
、
一
緒

に
食
べ
た
お
弁
当
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。
食

事
中
、
写
真
撮
影
の
為
の
花
嫁
さ
ん
御
一
行
が

通
り
、
拍
手
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

食
事
の
後
、
高
台
よ
り
外
の
景
色
を
満

喫
。
丁
度
、
こ
の
日
よ
り
さ
つ
き
祭
り
が

開
催
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
、
皆
で
見
学

に
。
五
〇
年
、
三
〇
年
物
を
始
め
、
ど
の

さ
つ
き
も
き
れ
い
、
見
事
!!　

係
り
の
人

の
丁
寧
な
説
明
に
、
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
記

念
写
真
も
パ
チ
パ
チ
！
パ
チ
パ
チ
！
時
を
忘

れ
酔
い
し
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
も
う
バ
ス

集
合
の
時
間
。
帰
り
の
車
中
は
さ
す
が
に
疲

れ
、
皆
ウ
ト
ウ
ト
・
・
・

で
も
、
「
行
っ
て
き
て
良
か
っ
た
ね
」
の
声

が
多
く
聞
か
れ
秋
の
遠
足
も
楽
し
み
で
す
。

遠
足
は
こ
の
日
の
他
に
五
月
八
日
、
五
月
三
一
日
の
三
回
に

分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

5 月 23 日出発の皆さん

3日間の出発日それぞれ見ど
ころが違いましたが、皆様ス
テキな笑顔が見られました。

五
月
八
日
は
五
台
山
花
絵
巻
の
開
催
中
、
巨
大
な
皿
鉢
に
盛
り
込
ま
れ
た
草
花
が
満
開
で
し
た

23 日はさつきをバックに

31日にはかき氷も

5月 8日出発の皆さん

8日レストランで昼食
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今
回
は
前
頭
側
頭
葉

変
性
症
の
お
話
を
し
ま

す
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
タ
イ
プ
の
認
知

症
は
、
病
理
学
的
根
拠
が
薄
く
、
治

療
も
決
め
手
に
な
る
も
の
が
少
な
い

の
で
す
。
認
知
症
に
お
け
る
割
合
は
、

教
科
書
的
に
は
二
、五
％
程
度
だ
そ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
病
理
学
的
根
拠
に

基
づ
く
も
の
で
す
、
臨
床
的
な
分
類

で
は
、
約
二
〇
％
は
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
回
ま
で
の
お
話
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
な
ら
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

蛋
白
・
タ
ウ
蛋
白
が
溜
ま
り
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
な
ら
α-

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
が
溜

ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
凝
集
体
に
よ
る
神
経

毒
に
よ
り
神
経
細
胞
死
、
脱
落
し
脳
萎
縮
に

至
る
、
そ
の
結
果
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
で
は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
で
は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
ド
ー

パ
ミ
ン
が
減
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
に
は
そ
の
よ

う
な
病
理
は
な
く
、
現
行
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
を
増
や
す
抗
認
知
症
薬
は
効
か
な
い
だ
け

で
な
く
、
む
し
ろ
有
害
で
す
。

人
間
に
と
っ
て
前
頭
葉
は
非
常
に
大
切

で
す
。
目
の
上
に
位
置
し
、
積
極
的

に
あ
る
い
は
能
動
的
に
、
自
発
的
に
五
感
を

通
じ
て
す
べ
て
の
情
報
を
ま
と
め
、
理
解
や

判
断
と
い
っ
た
思
考
を
し
、
場
に
合
っ
た
感

情
を
表
出
し
な
が
ら
話
を
し
、
計
画
的
な
段

取
り
を
し
て
行
動
で
き
る
の
は
前
頭
葉
の
お

か
げ
で
す
。
一
方
、
側
頭
葉
は
、
耳
の
位
置

に
あ
り
、
そ
の
下
部
前
方
は
、
言
語
に
関
す

る
意
味
の
理
解
に
重
要
で
す
。

さ
て
、
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
前
頭
側

頭
葉
変
性
症
は
、
神
経
病
理
学
的
分

類
学
上
、
一
九
九
四
年
に
前
頭
葉
変
性
症
・

ピ
ッ
ク
病
・
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
疾
患
型
の

三
型
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
後
、
運
動
ニ
ュ
ー

ロ
ン
疾
患
型
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｐ-

四
三
と
い
う
異

常
タ
ン
パ
ク
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
中
で
あ
り
、
つ

い
最
近
で
は
、
難
病
指
定
疾
患
で
あ
り
運
動

ニ
ュ
ー
ロ
ン
疾
患
型
の
一
つ
で
あ
る
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
と
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
の

診
断
に
役
立
つ
異
常
タ
ン
パ
ク
が
発
見
さ
れ

た
ば
か
り
で
す
。

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
は
、
大
昔
か
ら
あ

る
神
経
難
病
で
、
通
称
：
ア
ミ
ト
ロ
と
呼
ば

れ
、
運
動
神
経
だ
け
傷
害
さ
れ
、
感
覚
神
経

は
そ
の
ま
ま
残
る
と
い
っ
た
、
生
き
地
獄
の

生
活
で
、
早
晩
寝
た
き
り
と
な
り
呼
吸
不
全

で
亡
く
な
る
疾
患
で
し
た
が
、
よ
う
や
っ
と

診
断
か
ら
治
療
へ
の
糸
口
が
見
え
始
め
た
段

階
で
す
。

そ
ん
な
病
理
学
上
の
難
し
い
話
よ
り
も
、

実
際
に
は
前
頭
葉
や
側
頭
葉
の
症
状

で
困
っ
た
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
前
頭

側
頭
葉
変
性
症
の
臨
床
分
類
は
、
ピ
ッ
ク
病

(

前
頭
側
頭
型
認
知
症
：
前
頭
側
頭
型
認
知

症
と
ほ
ぼ
同
義)

・
進
行
性
非
流
暢
性
失
語
・

意
味
性
認
知
症
の
三
型
で
あ
り
、
ピ
ッ
ク
病

が
認
知
症
症
候
群
、
進
行
性
非
流
暢
性
失
語

と
意
味
性
認
知
症
が
失
語
症
候
群
で
す
。

　

好
発
年
齢
は
、
五
〇
才
代
後
半
～
六
〇
才

代
初
め
と
初
老
に
多
い
よ
う
で
す
。
頻
度
的

に
は
意
味
性
認
知
症
が
多
く
、
次
い
で
ピ
ッ

ク
病
、
ま
れ
な
の
が
進
行
性
非
流
暢
性
失
語

で
す
。
た
だ
困
っ
た
こ
と
に
、
ピ
ッ
ク
病
と

意
味
性
認
知
症
は
症
状
的
に
は
、
将
来
合
併

す
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
い
う

わ
け
か
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
と
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
は
合
併
し
や
す
い
の
で
す
。

各
論
に
行
き
ま
す
と
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に

言
っ
て
ピ
ッ
ク
病
の
人
は
、
も
の
の

一
〇
秒
で
わ
か
る
ほ
ど
不
機
嫌
・
横
柄
な
態

度
で
、
強
烈
な
マ
イ
ペ
ー
ス
・
周
囲
の
状
況

に
無
関
心
な
人
か
ら
、
こ
ち
ら
の
言
葉
が

全
く
通
じ
な
い
意

味
性
認
知
症

の
人
ま
で

様
々
で
す
。

　

次
回
は
前
頭
側
頭
葉
変

性
症
の
具
体
的
な
症
状
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　

　

　
大
川
村
出
身
の
私
は
、
子
供
の
頃
か
ら

走
る
の
が
速
く
、
よ
く
運
動
会
な
ど
で
走

る
の
が
好
き
で
し
た
。（
写
真
は
そ
の
時

の
も
の
で
す
。）

　
戦
争
中
は
海
軍
に
お
り
ま
し
た
。

　
終
戦
後
、
大
川
に
戻
り
百
姓
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
村
長
さ
ん
に
ぜ
ひ
役
場
へ

入
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
ず
っ

と
役
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
早
明
浦
ダ
ム
を
造
る
時
は
反
対
す
る
人

も
多
く
、
嶺
北
地
域
の
開
発
な
ど
を
説
明

し
説
得
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

　
親
類
に「
そ
ろ
そ
ろ
身
を
か
た
め
ん
か
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
意
中
の
人
だ
っ
た
、

玉
喜
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
五
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、

孫
は
二
〇
人
程
お
り
ま
す
。

13

　
　
　
　
　
　

　
岩
崎
　
武
男
様
　
入
所
利
用
者
　

大
正
一
〇
年
六
月
二
八
日
生
ま
れ
　
九
一
歳

 
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
①

認
知
症
に
つ
い
て

　
■ 

認
知
症
の
ご
相
談
は
、
毎
週
火
曜
日
・
午
前
の
「
物
忘
れ
外
来
」
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ご
予
約
（
〇
八
八
七
‐
八
二
‐
〇
四
五
六
）
の
上
ご
来
院
を
お
願
い
し
ま
す
。

副
院
長　

田
岡 

尚田
たおか

岡　尚
ひさし

　北里大学医学部精神神
経科を経て、早明浦病院副院長と
して精神科外来を担当
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今
回
か
ら
腰
痛
の
予
防
と
体
操
の
お
話

を
し
て
い
き
ま
す
。
腰
痛
は
、
人
が
二
本

足
で
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
生
じ
や
す

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

 　

二
～
三
人
に
一
人

は
一
度
は
腰
痛
に
悩
む

と
言
わ
れ
て
お
り
、
多

く
の
場
合
は
一
過
性
で

す
が
、
中
に
は
、
急
性
腰
痛
（
ぎ
っ
く
り

腰
）
を
繰
り
返
す
人
や
、
慢
性
の
持
続
す

る
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
働
く
姿
勢
・
姿

勢
の
異
常
や
体
幹
・
下
肢
筋
肉
の
バ
ラ
ン

ス
の
不
良
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

腰
痛
に
な
り
や
す
い
人
は
、
腰
の
そ

り
が
強
く
な
っ
て
い
る
人
、
腹
筋
の
力

が
低
下
し
て
い
る
人
、
背
筋
や
下
肢
の

筋
肉
の
柔
軟
性
が
低
下
し
て
い
る
人
、

腰
を
の
ば
す
筋
力
の
力
が
低
下
し
腰
曲
り

傾
向
に
あ
る
人
な
ど
で
す
。

　

腰
痛
体
操
は
、
体
幹
・
下
肢
の
筋
肉
を

柔
軟
に
し
、
不
良
姿
勢
に
よ
る
骨
盤
の
傾

き
と
腰
の
そ
り
を
減
ら
し
た
り
、
腹
筋
・

背
筋
の
力
を
強
く
す
る
こ
と
で
筋
肉
の

ア
ン
バ
ラ
ン

ス
を
直
し
た

り
す
る
目
的
で
行
い
ま
す
。
腰
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
痛
み
を
感
じ

な
い
程
度
に
行
い
、
た
く
さ
ん

動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
回
か
ら
は
、
家
庭

で
で
き
る
簡
単
な
腰
痛

体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

藤
川
く
ん
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

腰
痛
の
予
防
と
体
操
①

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
六
月
四
日
、
レ
イ
ク

ビ
ュ
ー
さ
め
う
ら
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
運
動
会
と
言
え
ば
老
い
も
若
き
も
血

が
騒
ぐ
の
か
、
自
分
の
チ
ー
ム
の
勝
利
に
向

け
て
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

　

福
引
で
は
、
長
い
の
を
引
い
て
は
ワ
ー
、

短
い
の
を
引
い
て
は
イ
ヤ
ー
と
、
あ
ち
こ
ち

で
黄
色
い
声
が
出
て
、
最
終
的
に
は
五
階
の

勝
ち
で
し
た
。
糸
巻
き
で
は
、
高
速
回
転
の

ご
と
く
巻
い
て
は
隣
の
人
へ
、
巻
い
て
は
隣

の
人
へ
と
送
り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
勝
利
…

　

点
数
の
ボ
ー
ド
を
見
て
は
「
う
ち
が
勝
っ

ち
ゅ
う
」
ワ
ー
、「
う
ち
が
負
け
ち
ゅ
う
」

ワ
ー
。目
頭
を
お
さ
え
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、

運
動
会
は
大
盛
況
、優
勝
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
準
優
勝
は
六
階
入
所
、
三
位
が
五
階
入
所
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

眼
科
手
術
用
顕
微
鏡

　

早
明
浦
病
院
で
は
、
昨
年
度
、
白
内

障
の
手
術
の
実
績
が
一
〇
〇
件
近
く
に

上
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
最
先
端
の
眼
科
手
術
用
顕

微
鏡
を
導
入
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の

カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
社
の
ク
リ
ア
で
鮮

明
に
見
え
る
レ
ン
ズ
に
よ
り
手
術
の
精

度
が
上
が
り
、
照
明
は
、
患
者
さ
ん
の

手
術
時
の
ま
ぶ
し
さ
を
軽
減
し
、
体
へ

の
負
担
を
少
な
く
し
ま
す
。
こ
の
顕
微

鏡
で
白
内
障
手
術
が
効
率
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＜ 材 料 4 人 分 ＞

新じゃが  …小4・5個　

新玉ねぎ  ……1/2個

豚スライス……80g

サラダ油   ……小２

砂糖   …………小２

しょうゆ………大１

水…………１カップ

地産地消
レシピ 豚じゃが

① 新じゃがはよく洗って水けをきり、新玉ねぎは繊維に沿って 1cm 幅に、豚肉
は食べやすい長さにそれぞれ切ります。

② フライパンに揚げ油を入れ中火で新じゃがを皮つきのまま揚げます。
③ フライパンにサラダ油を入れ熱して玉ねぎを炒め、油がまわったら豚肉を入

れ炒めます。豚肉に火が通りきらないうちに砂糖、しょうゆをふりかけます。
④ 全体がこってりしてきたところへ①のじゃがいもを入れ水を注ぎます。
⑤ ふたをして強火で 5 分煮て、上下を返すように混ぜた後、さらに 5 分ほど煮

て出来上がりです。

肉は豚以外に、牛肉や鶏肉でもOK
新じゃがを油で揚げるひと手間がおいしさのコツです。

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
さ
め
う
ら 

運
動
会
開
催

白内障手術：白内
障の原因である目
の中の濁った水晶
体を取り除き、人
工のレンズを入れ
る手術。
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介護士  池
い け う ち

内 繁
し げ ふ み

文  
　

5 月 20
日 か ら
通 所 リ

ハビリで
勤務している池内
繁文です。年齢は
45 才です。
今まで車の運転や
営業といった仕事
をしてきました。　
介護の仕事は今ま
での仕事と違い異
業種ではあります
が、利用者さんの
気持ちにたてる心
のある介護をして
いきたいと思って
います。
よろしくお願いい
たします。

職員紹介
　

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
先
天
性
の

障
害
が
出
る
お
そ
れ
の
あ
る「
風
し
ん
」が
、

五
月
中
旬
に
、
昨
年
一
年
間
の
三
倍
の
患

者
数
に
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
流
行
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
一
〇
代
後
半
か
ら
五
〇
代
前
半
、

女
性
は
一
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
前
半
の

成
人
が
多
く
発
病
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
風
し
ん
単
体
の
ワ
ク
チ
ン
は
メ
ー

カ
ー
の
生
産
が
追
い
つ
か
ず
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。
予
防
接
種
は
在
庫
が
十
分

あ
り
、
は
し
か
（
麻
し
ん
）
も
一
緒
に
予
防

で
き
る
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク

チ
ン
で
う
け
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

妊
娠
前
の
女
性
は
子
ど
も
の
頃
の
接
種
を

含
め
て
二
回
、
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
の
で
妊
娠
中
の
女
性
の
ご
家
族
の
接

種
を
、
ま
た
成
人
男
性
で
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
い
な
い
又
は
、
い
ず
れ
も
不
明
な
方

は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
ご
検
討
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

   

が
流
行
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
ご
予
約
は
前
日
ま
で
に

三谷幸正様
俳 句 作 品

母
に
着
く
田
泥
　
河
鹿
が
鳴
い
て
い
る

風
折
れ
の

　
そ
れ
で
も
青
空
向
く
若
葉

白
髪
の
　
釣
師
身
軽
い
　
野の

か
ん
ぞ
う

萱
草

ノカンゾウ　初夏に野山のあちこ
ちでユリに似たオレンジ色の花を
咲かせる。朝咲いて夜にはしぼむ
ワスレグサの一種。食用にもなる。

　
高
知
市
在
住
で
画
家
の
西
森 

晃

様
よ
り
、
絵
画
を
御
寄
贈
い
た
だ

き
、
眼
科
外
来
前
に
常
設
展
示
し

て
い
ま
す
。
西
森
様
の
独
特
な
世

界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

信の
ぶ
き
よ清 

淑よ

し

こ子
様
作
品
展

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
お
な
じ
み
の

信
清
様
が
描
い
た
可
愛
ら
し
い
草

花
な
ど
の
色
紙
絵
を
中
心
に
、
六

月
末
ま
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

西
森 

晃
作
　「
祭
囃
子
が
聞
こ
え
る
」


